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岩手県川井村におけるモータリ

ゼーションの進展と住民生活

酒井多加志

I　はじめに

　公共交通機関の未発達な農山村は，都市と比較

して，住民の移動の自由が限られてきた。したがっ

て，機動性，随時性，高速性に富む自動車は，こ

のような農山村において有用性が高い。自動車は

入手が比較的容易になり，かつ道路整備の進んだ

1970年以降，都市よりも農山村において急速に普

及したが1），このことは買物圏や通婚圏，医療圏

を拡大させるなど，地域住民の生活に大きな影響

を与えてきた2）。そこで本研究は，岩手県川井村

を例にとり，山村におけるモータリゼーションの

進展と影響を明らかにすることを研究の目的とし

た。事例集落としては，公共交通機関の発達した

集落の箱石と，川井村の中で公共交通機関の未発

達な集落の横沢をとりあげた。

　川井村は岩手県東部の北上高地に位置する山村

で，西は盛岡市，東は新里村をはさんで宮古市と

接している（第’1図）。東西36㎞ユ，南北31k肌，

面積563km2と広大な村域を有するが，約97％を

山林と原野が占めており，農地は1％強を占める

に過ぎない。1990年6月1日現在の世帯数は

1，457，人口は4，846であるが，人口は1960年の半

分以下であり，過疎化が著しい。村内にはJR山

田線と国道106号線が東西を横断し，盛岡と宮古

を結び，国道340号線が南にのびて遠野と結んで

いる。道路は1988年4月ユ日現在，国道が92．3％

舗装されているのに対し，県道は36．0％，村道は

5410％と低レベルにある。

　本報告ではモータリゼーションの指標として自

動車免許証保有率と自動車保有率を用いた。なお，

ここでの自動車には原動機付き自転車（以下，原

付と呼ぶ）を含んでいない。

皿　川井村の交通の変遷

　皿一1　モータリゼーション以前の川井村

　川井村の東西を横切る国道106号線は，現在，

盛岡と宮古を結ぶ重要幹線道路であるが，この国

道はユ789年に鞭牛和尚によって開削された閉伊街

道を起源としている。当時，物資の輸送は“五十
ぱ

集衆”あるいは“だん子づけ”と呼ばれる輸送業

者が馬を利用して行なっていた3）。1897（明治30）

年の閉伊川県道の開通にともない，190ユ（明治34）

年には貨物馬車が，1905（明治38）年には乗合馬

車が盛岡・宮古間を結んだ。さらに，1912（大正

元）年には盛岡に盛宮自動車株式会社が創立され，

自動車による盛岡。宮古間の旅客輸送が開始され

た。そして1926（大正15）年には盛岡。宮古間，

遠野。宮古間（現川井村小国経由）の定期貨物輸

送が開始された4）。当時，貨物輸送としては馬車

や自動車はよく利用されていたが，村民は旅客輸

送としての馬車や自動車は利用せず，移動は徒歩

によるのが一般的であった。

　鉄道開通以前における馬車や白動車による貨物

輸送の状況は，川井村で運送業にたずさわってい

たM1社の事例によってそのあらましを知ること

ができる。M杜は明治末に川井村箱石で馬車2

台で貨物運送業を開始した。主として，宮古から

盛岡への魚介類の輸送を行なったが，帰途には盛

岡から箱石まで米やひえの輸送も行なっていた。
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第1図 研究対象地域

馬車による輸送には宮古・盛岡間は3日を要し，

新里村茂市，現川井村田代で宿泊しなければなら

なかったが，宿はかつての五十集衆の宿を利用し

ていた。M社は1931（昭和6）年に盛岡の製糸

会社から丁型シボレーを26円で買い取り，自動

車による貨物輸送を開始した。箱石から盛岡まで

の所要時間は3時間，箱石から宮古までは1時間

半であった。しかし，鉄道開通にともない自動車

による物資の長距離輸送は次第に行なわれなくな

り，自動車は箱石周辺の集落（鈴久名。横沢）か

ら国鉄箱石駅までの末端輸送を行なうようになっ

た。また輸送品も魚介類から，鉄道建設に用いら

れる枕木や木炭へとかわっていった。

　M社の例にみられるように，鉄道の開通にと

もない，自動車は鉄道の末端輸送を分担するよう

になり，鉄道は次第に輸送の中心的役割を果たす

ようになった。川井村では閉伊街道に並行して走

る国鉄山田線が，岩手県の沿岸部と内陸部の住民

の交通利便と産業振興を目的に起工され，1933（昭

和8）年11月30日に盛岡・川井問が，翌年の11月

6日に川井・宮古間が開通した。鉄道の利用客は

年々増加した。例えば，川井村のほぼ中心部に位

置する平津戸駅では，1936年の利用客22，829人を

100とすると，1941年は184．3．1956年は244．8．

1960年は356．6で，ほぼ一定の伸びを示している。

鉄道開通にともない，従来，盛岡・宮古間を結ん

でいた乗合自動車は貨物自動車と同様，鉄道の末

端輸送を分担するようになった。しかし，1948年
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9月16日にアイオン台風により国鉄山田線は不通

となり，また閉伊川県道も通行不能となった。閉

伊川県道は翌年7月に復旧したが，山田線は全線

開通までに7年を要し，この間，岩泉に本杜をお

く岩手県県北自動車が，鉄道不通区間の連絡輸送

を行なった。

　盈一2　川井村におけるモータリゼーションの

　　　　　進展

　1958年1ユ月10日に実施された川井村自動車所有

調によると，当時，川井村の住民は普通自動車37

台，四輸小型自動車18台，三輪小型自動車7台，

トレーラー1台の計63台の自動車を保有してお

り，100世帯当りの自動車保有台数は315台に過ぎ

なかった。自動車はトレーラーを除き，全て貨物

車であったため，当時の自動車は移動手段として

ではなく物資の輸送を主目的として利用されてい

た。しかし，1960年代以降，日本経済の高度成長

とともに自動車は一般家庭へと普及し，ユ988年4

月1日現在の川井村の乗用車登録台数は1，119台，

貨物車の登録台数は591台で，100世帯当りの乗用

車と貨物車の合計の保有台数は113．9台に達し，

自動車登録台数が世帯数を上回っている。

　自動車の一般家庭への普及はバスの利用客の減

少をもたらし，赤字バス路線が廃止の対象となっ

た。川井村では川井と遠野市恩徳を結ぶ国鉄バス

が1972年12月に，川井と州井村の南部に位置する

大仁田を結ぶ国鉄バスが1979年1月に廃止され

た。廃止路線の区間キロ数は，合計99．9k㎜に及

んでいる。国鉄バスの廃止に対し，川井村では自

動車を保有しない人々の足の確保をはかるため，

道路運送法第101条に基づき，村営バス（村民バス）

の運行を1975年10月から開始した5）。村民バスは，

1985年4月からは第3セクターとして設立された

（有）川井交通に運転業務が委託された。1989年現

在，村民バスは旧国鉄のバス路線の他，川井村西

部の区界・平津戸間をも結んでいる（第2図）。

1988年度の年間輸送人員は26，969であるが，その

うち，定期利用客は1．3％に過ぎず，通勤，通学

に村民バスを利用している人は少ないといえる。

また，村内の小学生，中学生の通学の足としてス

クールバスが1974年3月から運行を開始した。現

在7路線が運行し，主に公共交通機関の通じてい

ない山間部の集落と学校とを結んでいる。1989年

度のスクールバスの利用者は小学生106人，中学

生296人であるが，村民もこれを利用することが

できる。

　民営バスとしては，国道106号線の全線の改良

工事終了（1978年）にともない，岩手県北バスが

盛岡・宮古間の急行バスの運行を開始した。1990

年11月現在，川井村内にはユ1のバスの停留所があ

り，1日工8往復が運行されている。また，1989年

から宮古と東京を結ぶ高速バスが運行を開始した

が，将来は川井村にも停留所が設置されることに

なっている。

皿　公共交通機関の発達した集落におけるモータ

　　リゼーションの実態（箱石の事例）

　盟一1　箱石の概観

　箱石は閉伊川と矢田川の合流付近の河谷に沿っ

て立地する集落である。集落はJR山田線の箱石

駅前に街村を形成しているほか（写真1），閉伊

川対岸にも集落の形成がみられる。1990年6月1

日現在，93世帯262人が居住しているが，これは

20年前と比較し，世帯数では18，人口では268減

少している。

　箱石は五十集衆の宿場として藩政の末期から栄

えた。当時，閉伊街道は箱石付近では閉伊川の右

岸を通っており，集落はこの街道に沿って成立し

ていた。1932年に鉄道が川井までのび，閉伊川左

岸に箱石駅が設置され，さらに川井村役場が交通

の利便性を理由に箱石に移転すると，集落の中心

は従来の閉伊川右岸から左岸の箱石駅周辺へと移

動した。第3図は現在箱石駅周辺に居住している

世帯の居住開始時期を示したものである。閉伊川

右岸は世帯の多くが鉄道開通以前から居住してい

たのに対し，箱石駅周辺では大部分の世帯が鉄道

開通後に居住を開始しており，鉄道開通前から居

住している世帯は6世帯た過ぎない。したがって，

箱石駅前の集落は鉄遺の駅設置によって成立した
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ものといえる。箱石駅周辺に居住する世帯の出身

地は右岸から移転あるいは分家してきたものが9

世帯で，大部分は他地域から転入してきた世帯で

ある6）。

　箱石に転入してきた人々の多くは林業に従事し

ていたが，これは鉄道開通により，木材の輸送が

容易になり，その結果，木の伐採が盛んに行なわ

れるようになったことによる。ことに矢田川上流

の岩田では，1933年頃から秋田に本社をもつ東洋

林業が木材の搬出と製炭を始め，多数の人夫が集

まった。最盛期の1937年頃は人口200に達した。

岩田で伐採された木材は箱石付近まで矢田川を流

送され7），箱石駅からは鉄道で輸送された。岩田

では1962年頃まで木材の搬出が行なわれていた

が，1965年頃廃村となった。箱石の駅周辺に居住

している世帯のうち，5世帯が岩田からの転入で

ある。

　箱石は盛岡と宮古を結ぶ閉伊街道沿いに立地し

ているため，川井村では比較的早くから道路整備

が行なわれていた。閉伊街道は1963年に県道から

二級国道宮古・盛岡線に昇格し，さらに1967年に

は一般国道106号線に昇格した。一般国道昇格に

ともない，箱石付近の国道は1970年に簡易舗装が

行なわれ，車両の通行が容易になった。また，

1974年からは，全面的な改良工事が行なわれ，

1978年10月31日に現在の国道106号線が完成した。

　公共交通機関としては，箱石駅からJR山田線

が盛岡へ1日5本，所要時間約1時間30分で，宮
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古へ1日6本，所要時間約1時間で結んでいる。

また，岩手県北バスは盛岡，宮古へ1日18本，盛

岡へは約1時間20分，宮古へは55分で結んでいる。

　皿一2　箱石におけるモータリゼーションの現

　　　　　況

　第4図は箱石の56世帯を対象に世帯員の免許証

保有状況を示したものである8）。20歳以上の住民

写真1　箱石駅前の集落
（1990年7月6日撮影）

の普通免許証保有率は42．7％であるが，男性の保

有率が67．3％で，20～49歳では全員が保有してい

るのに対し，女性の保有率は14．6％に過ぎない。

しかし，20～39歳の女性の多くは普通免許証を保

有しており，男女差はなくなりつつある。普通免

許証の取得時期は1975～1979年が9人と最も多

く，1980～1985年の7人，1970～1975年の6人が

これに次いでいる。ユ975～1979年は，国道106号

線の改良が完成した時期でもあり，これを契機に

免許証の保有者が増加したと推測される。

　箱石の56世帯では，乗用車23台，軽乗用車4台，

トラック5台，軽トラック7台，ワゴン・バン6

台，ジープ2台と原付11台を保有している（第5

図）。自動車を保有する世帯は全世帯の51．8％を

占めるが，原付を保有する世帯を加えると58．9％

となる。自動車保有世帯のうち，自動車を複数保

有する世帯は55．2％を占め，自動車の複数保有の

程度は高い。

　次に，各世帯の自動車保有状況をライフサイク

ルステージとの関係からみてみよう。ライフサイ

クルとは，家族が形成され，子供が生まれ，成長

〃

軸…号顧

～…㌦‘“川川川1㌦州．㌦

屠住開始時期

鶴　　　～1932

㊧　　1933～1945

⑩1946～1978

◎玉978－

x不明

二＝囲麗：＝麗麗鉄道

ノ：：遺路

鰯送河川
HIlI川IIIIII川川　山麓線

第3図

㌧㌧、1）1牡川

0　　　　　　　100　　　　　　200M

川井村箱石住民の居住開始時期

（聞き取り調査により作成）
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し，独立し，そして高齢世帯へと移り変わってい

く過程を意味し，ライフサイクルステージはライ

フサイクルをいくつか分類した時の各段階をい

う。したがって，同じステージに属する世帯は類

似した特徴を持っているといえる9）。ここでは，

世帯主の年齢と子供の有無を指標にライフサイク

ルステージを8つのステージに分類したが，各ス

テージの分類は第1表に示した通りである。

　第6図は箱石の各世帯のライフサイクルステー

ジを示したものである。ライフサイクルステージ

は5以上のステージに属する世帯が7315％を占

め，ライフサイクルステージはかなり進んだ状況

にある。世帯主が60歳未満で比較的若いステージ

に属する3，4，5では，27世帯中20世帯が自動

車を保有しており，とくに，世帯主が60歳未満で

（歳）

脇普通免許証保有

慶…ヨ原付免許証のみ保有

［コ免許証保有せず

30　20　10　0　0　10　20　30（人）

　　女性　　　　　　男　性

第4図　川井村箱石における年齢階層別免許

　　　　証保有状況（1990年7月）

　　　　　（聞き取り調査により作成）

第1表 各ライフサイクルステージの定義

6
7
8

40歳未満の独身世帯

世帯主が40歳未満で子供のない世帯

世帯主が40歳未満で子供のいる世帯

世帯主が40歳以上かつ60歳未満で子

供がいる世帯

世帯主が40歳以上かつ60歳未満で子

供がいない世帯

世帯主が60歳以上で子供のいる世帯

世帯主が60歳以上で子供のない世帯

60歳以上の独身世帯

馳1・・号糠

々

～～～II．りI“川I川．I㌧へ㌦

　車種
鱈乗用車
○軽乗用車
底　トラック

△　軽トラック

騒　ワゴン・バン

ロ　ジープ

宙　原付

図不明

　　　　　第5図

二遜麗＝二麗麗鉄道

二4＝道路
鍾く河jl1
川1I．IIIlIII川川　山麓線

　　　　　騒念 　　　　　　鱈鰯念画　　　　　　　　　△画

いノψ

0　　　　　　　　100　　　　　　200M

川井村箱石における世帯当りの自動車保有状況（1990年7月）

（聞き取り調査により作成）
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鋤遁…鞠’

57　8
775卑5

ライフサイクルステージ　卑

5

寓“1川川へ㌧㌦∴

田　　鍾廷河」ll　　　。　、。。、。。、
［コその他

図不明　　　　　”l11川I川1I川1“山麓線

［コ親と同屠

　　　　第6図　川井村箱石における世帯のライフサイクルステージ（1990年7月）

　　　　　　　　　（聞き取り調査により作成）

　　　　　　　　注：各ライフサイクルステージの定義は第ユ表に示した。

かつ子供を有する3，4のステージでは1世帯を

除く全世帯が自動車を保有している。また複数保

有の程度も高く，箱石では最も若いステージであ

る3に属する世帯はすべて自動車を複数保有して

いる。世帯主が60歳以上で，ライフサイクルステー

ジが進んだ段階にある6，7，8では，22世帯申

9世帯が自動車を保有しているが，60歳以上の独

身世帯であるステージ8では自動車および原付を

保有する世帯はみられない。以上のことから，箱

石ではライフサイクルステージの進展度と自動車

の保有水準との間には相関があると考えられる。

　皿一3　モータリゼーションの影響

　本節ではモータリゼーションが住民生活に与え

た影響を，畜産農家と商店を事例にして記述する

ことにする。

1）畜産農家

　箱石には1990年現在，13の畜産農家がある。事

例農家Kは昭和8年頃から牛の飼育を始め，現

在ヱ5頭の牛を飼育している。牛は5月20日からユ0

月15日頃まで放牧され，以後春の出荷まで舎飼さ

れる。箱石の畜産農家の共有放牧地は箱石から約

35km離れた岩泉町蓬原にあり，面積は約400町歩

である。この放牧地は戦前は岩泉のY氏から借

りていたが，戦後の農地改革により，箱石の畜産

農家がY氏から共同で買い取り，現在に至って

いる。蓬原の放牧地は川井村西部の松草から北へ

約7k㎜の位置にあるため，戦前は放牧のために

牛を閉伊街道に沿って松草まで徒歩で移動させ

た。途中平津戸付近でユ泊したため，放牧地まで

2日の日数を要した。農家Kは1947年から徒歩

による移動からトラックの輸送に切りかえた。ト

ラック輸送は林業関係の運送業者によって行なわ

れ，これにより放牧地までの牛の移動時間は1時

間ほどに短縮された。1960年頃まで徒歩で牛を移

動させていた農家もあったが，自動車の交通量が

増加し，徒歩での移動が困難となったため，次第

にトラック輸送にかわり，1960年代の中頃には，

放牧地へはすべてトラックで移動されるように

なった。
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2）商店

　箱石には1990年現在，食料雑貨店6，飲食店2，

理容。美容店2，衣料晶店1，ガソリンスタンド

1がある。飲食店とガソリンスタンドが国道106

号線沿いに立地しているのに対し，他の商店はす

べて箱石駅周辺に立地している。飲食店は国道

106号線改良後に出店したもので，ともに駐車場

があり，自動車での客に対応したものである。こ

のうち，Yドライブインは以前は箱石駅前で旅館

を営んでいたが，現在は廃業している。またガソ

リンスタンドは箱石駅の北西部の旧国道沿いに

あったが，国道改良とともに国道沿いに移転し，

現在，ガソリンスタンドの跡地は住宅になってい

る。国道沿いの商店に対し，箱石駅周辺の商店は

一般に駐車場が設置されておらず，集落内の住民

を対象とした地元密着型の商店であるといえる。

モータリゼーションにともなう鉄道利用客の減少

や急行バスの運行により，箱石駅の交通結節点と

しての地位は低下しており，商店への客は減少し

ている。

　箱石へはこのほか，宮古から魚，牛乳の各移動

スーパーが，また，遠野，弘前，三戸，八戸から

は果物，野菜の行商が訪れるが，それらは国道改

良後増加している。

　次に商品流通の変化に関して，K商店の事例を

述べることにしたい。K商店は箱石駅前の旧国道

沿いに立地し，米を中心に各種雑貨を取り扱って

いる。1940年頃から米の販売を行なっていたが，

当時，米は鉄遺貨物によって月に2～3回盛岡か

ら運搬されていた。1948年のアイオン台風により

鉄道が1954年まで不通になったため，この間ト

ラッグによって米を運搬した。鉄道開通後は再び

鉄道貨物で運搬したが，川井村の人口減少ととも

に米の消費量が減少した。そのため，1960年頃か

ら小口輸送に便利なトラックヘと輸送手段を切り

かえた。1961年には2トントラックを購入し，以

後自家用トラックで米を運搬するようになった。

このようにK商店では，かつて代替輸送機関で

あったトラックが，！960年以降は主要輸送機関に

変化している。なお，箱石駅では駅の無人化（1971

年）にともない，貨物の取り扱いは行なわれなく

なった。

v　公共交通機関の未発達な集落におけるモータ

　　リゼーションの実態（横沢の事例）

　M－1　横沢地区の概観

　横沢は国道106号線から鈴久名川に沿って約3

km入った山間に位置する集落である（写真2）。

戸数は23戸で，それらは比較的散在している。家

屋は鈴久名川に沿って立地しているが，上流部で

は川底から20～40m上がった山腹の斜面に立地し

ている。人口は67で，これは20年前の人口の41．4％

に過ぎず，人口の流出が著しい州。住民の多く

は農業および林業に従事しておりユ至），農業は水

稲，大豆，小豆の栽培が，林業は木材の伐採と植

林が主として行なわれている。

　横沢は古来より主要交通路からはずれており，

主要幹線道路や鉄道が集落内を通過することはな

かった。したがって，箱石でみられたように，交

通手段の変化が直接集落形成に影響を与えること

はなかったといえる。とくに，集落外への移動手

段に関しては，1967年に横沢と国道106号線とを

緒ぶ村遺が整備されるまでは徒歩が中心であり，

馬車やバスなど公共交通機関が集落内まで通じる

ことがなかった。村道整備後，各世帯に次第に自

動車が普及していったが，公共交通機関に関して

は今日に至るまで横沢まで通じていない。ただし，

写真2　横沢の集落
（1990年7月7日撮影）
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前掲第2図にみられるように，集落内へはスクー

ルバスが運行されており，1989年度は4人の小学

生と1人の申学生がこれを利用している。

　W－2　モータリゼーションの現況

　第7図は横沢の21世帯を対象に世帯員の普通お

よび原付の免許証保有状況を年齢階層別に示した

ものである。20歳以上の住民の普通免許証保有率

は21．8％であるが，これは箱石での保有率の約半

分にあたる。とくに，女性の普通免許証保有率は

低い。免許証保有率が低いのは60歳以上の住民が

全体の50．9％を占め，高齢化が進んでいることに

起因していると考えられる。

　横沢の21世帯は，乗用車5台，軽乗用車4台，

トラック1台，軽トラック3台，ワゴン・バンユ

台，ジープ1台，原付12台を保有しており（第8

図），箱石と比べ乗用車の占める割合が小さく，

原付の占める割合が大きい点に特徴がみられる。

自動車を保有する世帯は全世帯の42．9％を占める

が，原付を保有する世帯を含めると71．4％に達す

る。従って，原付を含めると，横沢は箱石よりも

私的交通手段の保有が進んでいるといえる。

　次に各世帯の自動車保有状況をライフサイクル

ステージとの関係からみていく。第9図は横沢の

各世帯のライフサイクルステージを示したもので

ある。ライフサイクルステージは5以上のステー

ジに属する世帯が73．8％を占めている。すなわち，

脇普通免許証保有

匿董ヨ原付免許証のみ保有

［コ免許証保有せず

横沢は箱石と同程度に世帯のライフサイクルス

テージは進んでおり，過疎化が進んでいるといえ

る。ライフサイクルステージを自動車および原付

の保有状況と比較すると，ライフサイクルステー

ジが比較的若いステージに属する3，4，5では

9世帯中6世帯が自動車を保有し，そのうち3世

帯が自動車を複数保有している。ライフサイクル

ステージが進んだ状態にある6，7，8では10世

帯中2世帯が自動車を保有しているに過ぎず，ま

た自動車を複数保有している世帯はみられない。

すなわち，横沢ではライフサイクルステージの進

展度が自動車保有に影響を与えているといえる。

また，原付は集落の南東部において保有する世帯

が多くみられるが，それらは山腹の斜面に立地す

　　“・1’・・撒一■I・““心

グノ

　車種
鶴乗用車
○軽乗用車

嵐トラック

△軽トラック
麗ワゴン・バン
ロジープ
。原付

図不明

＝道路
、，、、、，、1．、、山麓線

10　　5　　0　　0　　5　　10（人）

　女　性　　　　　男　性

第7図　川井村横沢における年齢階層別免許

　　　　証保有状況（1989年7月）

　　　　　（闘き取り調査により作成）

○　　　　　　　　蜘繍

第8図　川井村横沢における世帯当りの自動

　　　　車保有状況（1989年7月）

　　　　（聞き取り調査により作成）
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世　12
帯
数

！0

（1）購入先 （2）利用交通手段

食電
料化
品製
　品

移　　横　　村横　宮　　盛　　そ
動　沢　内沢　古　　岡　の
ス　　の　の以　の　　の　　他
1　商　　商外　商　　商
パ　　店　店の　店　　店
1　　　　　川
　　　　　井

徒自バ原配鉄そ歩動ス付達遺の　　　車　　　　　　　　　　　　他

第10図　横沢における商品購入先および購入先への利用交通手段（ユ989年7月）

　　　　（聞き取り調査により作成）

　　　注：回答は複数回答によった。

主婦の買物行動がかなり制約を受けていること，

村内に大型店やスーパーがなく，日常の買物に自

動車を使う機会が少ないこと，の2つの要因が考

えられる。したがって，横沢ではモータリゼーショ

ンの影響は住民の買物行動に関しては余りみられ

ず，むしろ移動スーパーや商品の配達など外から

のモータリゼーション影響が顕著であるといえ

る。

V　まとめ

　以上，山村のモータリゼーションの実態を岩手

県川井村を事例として調査，検討してきたが，そ

の結果を要約すると以下のようになる。

　工）川井村では物資の主要輸送手段は藩政期か

ら明治にかけては駄馬，明治後期から大正にかけ

ては馬車，大正にはいると自動車，昭和初期から

は鉄道となり，1960年以降は再び自動車に移って

いる。このように著しい輸送手段の変化がみられ

る。

　2）横沢は箱石と比較し，白動車保有世帯の割

合は低いが，これは高齢者の割合が高いこと，山

腹斜面にある家屋では，地形的要因により自動車

の保有が困難であること，による。以上の理由は，

横沢で原付保有世帯の割合を高める原因にもなっ

ている。

　3）ライフサイクルステージが進行するに従い，

自動車保有世帯の割合ならびに自動車複数保有世

帯の割合が低下していることから，ライフサイク

ルステージの進展度と白動車保有の間には相関が

あると考えられる。

　4）箱石では，自動車の影響が畜産農家や商店

では，貨物輸送の形で昭和20年代にすでにみられ

るが，一般の世帯では，移動手段として1978年の

道路改良後にあらわれている。

　5）横沢では，モータリゼーションの影響が住

民の買物行動に関しては余りみられない。その理

由として，女性の普通免許証の保有者が少なく，

かつ公共交通機関が通じていないため，主婦の買

物行動がかなり制約を受けていること，村内に大

型店やスーパーがなく，日常の買物に自動車を使
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う機会が少ないこと，の2つの要因が考えられる。

　今回調査した川井村では以上の結果が得られた

が，他の地域に関しても同様の結果が得られるか

どうか，今後さらに調査を進めていきたいと考え

ている。

　本稿を作成するに当たり，筑波大学地球科学系の奥野隆史先生，手塚章先生をはじめとする諸先生方か

ら貴重な御助言をいただきました。また，州井村役場ならびに箱石，横沢の方々には調査に当たり大変お

世話になりました。記してお礼を申し上げます。
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